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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

1)	
 PAMP 処理による Defensome 構成タンパク質の相互作用の解析	
 
	
 生化学的な手法を用いて、恒常的活性化型 OsRac1 は、高分子のタンパク質複合体を形成すること
を明らかにした。OsRac1 は、PAMP であるキチンで活性化し、高分子側にシフトすることを見出した。
活性化型の高分子 OsRac1 は、PAMP レセプターである OsCERK1 やシャペロンタンパク質である Hsp90,	
 
Hsp70,コシャペロンである Hop/Sti1 と複合体を形成している可能性が高いと考えられた。	
 
2)	
 抵抗性タンパク質の活性化による Defensome 構成タンパク質の相互作用の解析	
 
	
 生化学的な手法を用いて、R タンパク質 Pit の活性化に伴い、OsRac1 が活性化され、高分子のタン
パク質複合体を形成することを明らかにした。活性化型の高分子 OsRac1 は、Pit やシャペロンタン
パク質である Hsp90,	
 Hsp70,コシャペロンである Hop/Sti1 と複合体を形成している可能性が高いと
考えられた。	
 
3)新規耐病性関連タンパク質の同定	
 
	
 OsRac1 を用いた免疫沈降により、OsRac1 の相互作用分子として解糖系酵素である GAPC2 を得た。
GAPC2 の過剰発現体イネは、いもち病に対して強くなり、反対に RNAi イネはいもち病に対して弱く
なることから、GAPC2 は、新規の耐病性関連タンパク質であると考えられた。GAPC2 の RNAi イネでは
防御遺伝子 PAL1の発現が減少しており、GAPC2 は防御遺伝子の発現に関与していることが明らかに
なった。また、セカンドメッセンジャーとして働く NO の処理により、GAPC2 と OsRac1 が核へトラン
スロケーションすることを明らかにした。	
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